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プログラム輪郭作成システムー　　　　　　の使用について

プログラム輪郭作成システム

の使用について

吉田　和事*,牛島　和夫*

1.はじめに

九州大学大型計算機センターで　　　　　　　　一が使用できるようになった.これにともないPA

で使用されてい　　　　　　輪郭作成システム　　　　　　　を　　　　　　　　のもと

でも使用できるようにLT:ので,以下に紹介する.本稿では, 2で　　　　　の機能について述べ,

3で　　　　　の使用方法について述べる. 4では　　　　　の使用上の制限および注意事項について

述べる　　　　　　　　　上で　　　　　　　　を既に使用した経験者は, 3と　　　　を読んでいT:

だけはよい.

システムの桟能

主な機能は次の通りである.

⊥プログラムの実行文の実行回数を計測する.

(2)上記の結果をわかりやすく出力する　　　　　　リスト,図1,図2参照).

リストには二通りの出力形式がある.一つは,図1に示すようなTSS向きの出力形式で,

出力幅の狭い装置( 80桁のディスプレイ等)を想定して計測結果を出力するもの,もう一つは,図

2のようなバッチ向きの出力形式で,出力幅の広い装置　　　桁以上のLP等)を想定して結果を出

力するものである.利用者はこの二つの形式のどちらかをコマンドパラメータで選択できる・

図1において,左端の　　　　　　　欄が各実行文の実行回数を示している・一行に複数の実行

文がある時は,最初の実行文の実行回数をソーステキストの左に示し,次の実行文に対応するものか

ら先は次の行以下にJlAに出力する.図2において,右側にある　　　　　　　　　　　　　欄が各実

行文の実行回数を示している. 1行に複数の実行文がある場合にはそれらの実行回数は横に並べて表

示される.図1,図2ともに2行目の　　　　　　　　　　　は,プログラム全体の実行に要しT:時

間を示すもので,実行回数計数に要するオーバーヘッドも含んでいる.

このシステムの使用上の効果は次のようなものである.

(1)作成したプログラムの動作が客観的に認識できる.

(2)採用しT=アルゴリズムの適否が実行回数から判断できる.

(3)実行したところとそうでないところが-一目瞭然なので,プログラムの検査に有効である・

(4)実行回数を手掛かりに手競きやデータ構造を変えるなどして,プログラムの効率改善に役立て

ることができる.

(5)異常終了時にも結果が得られるのでデバッグ等にも便利である.
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5.使用方法

コマンド

(a)データセット名

システムで計測する　　　　.プログラムのデータセット名を指定する.

パラメータ)

コンパイラに対するパラメータを指定する.パラメータについてはマニュアル[3]

を参照してほしい.

出力形式)

リストの出力形式をNかWで指定する.すなわち, Nを指定したときは出力幅の

狭い装置( 8 0桁)を想定した出力形式. Wを指定したときは出力幅の広い装置　　　桁)

を想定しT=出力形式となる.省略時はNが指定されT:ものとみなす.

オブジェクトモジ.1-ルデータセット名)

で計測したい　　　　一プログラムに既にコンパイル済みのオブジェクトモジュー

ルを結合して実行するとき,そのオブジェクトモジュールデータセット名を指定する.

ロードモジュールデータセット名)

で計測しT=い　　　　　プログラムに既に作成済みのロードモジュールを結合して

実行するとき,そのロードモジュー}L,データセット名を指定する.

(2)カタログドプロシジャ

各オペランドは(　　　　　コマンドを参腰.ただし出力形式の省略値はWである.

4.使用の際の制限および注意

を使用する場合には,次の制限がある.

(1)被計測プログラムは,既に　　　　　コンパイラにかけて構文エラーのないことが確認された

ものとする.

(21　　　　　の形式の名前は計測に使われるので,被計測プログラム中に現われてはならない

は3桁の数字).
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システムで用意している標準名をユーザーが他の意味に定義するとエラーが起こる

ことがある.

(4)ソースプログラムが可変長形式のデータセットにはいっているときは,行番号付きであること・

この制限は　　　　　プログラムを保存するデータセットを　　　コマンドを用いて新しく作

成するときに標準値を用いればよいので,ユーザの負担にはならないと思われる.

(5)行番号は　　　　リストには表示されない.そのIかわりプログラムの先頭からの相対行数を

表示している.

なお　　の制限は,今回新しく導入されたものなので説明を加える　　　　　　　　　ではコン

パイラに対するオプションがソースプログラム中に書かれていたのでPASDAPシステムはソース

プログラムの一行の長さをそのオプションから得ていた.一方　　　　　　　　　では,そのよう

なオプションはなく,一行の長さの標準値は,固定長形式の時7 2文字,可変長形式の時最大255

文字になっている　　　　そのT:め　　　　　システムは,行番号の書いてある位置を見てソース

プログラムが固定長か可変長かを決めている.

参考文献

1.牛島,江嶋　　　　　　プログラム輪郭作成システム　　　　　　　の使用について,九州大学大

型計算機センター広報　　　　　　　　　　　　-

2　計算機マニュアル　　　　　　　　　　　　文法書　　　　　　　　　富士通㈱.
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